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研
究
ノ
ー
ト

は
じ
め
に

Journal of the R
oyal A

siatic Society 

の
二
〇
一
四
年
夏
の
号（

1
）
は
、
シ
ー
ア
派
の
特

集
だ
っ
た
。
南
ア
ジ
ア
研
究
の
重
鎮
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
教
授
は
序
章
の
冒
頭

で
、﹁
南
ア
ジ
ア
の
シ
ー
ア
派
、
約
六
〇
〇
〇
万
人
は
、
ム
ス
リ
ム
世
界
で
は
、
イ
ラ
ン

の
シ
ー
ア
派
に
次
い
で
二
番
目
に
大
き
い
集
団
で
あ
る
が
、
ご
く
最
近
ま
で
彼
ら
に
対
す

る
我
々
の
知
識
は
、
そ
の
数
に
見
合
っ
て
い
な
か
っ
た
﹂（

2
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

シ
ー
ア
派
の
中
の
、
特
に
十
二
イ
マ
ー
ム
派
は
、
毎
年
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
暦

第
一
月
）
に
シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
殉
教
を
盛
大
に
追
悼
す
る
こ
と

か
ら
目
立
つ
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
対
象
と
し
て
は
注
目
を
浴
び
て
こ
な

か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
教
授
は
、
序
章
で
南
ア
ジ
ア
の
シ
ー
ア
派
に
関

す
る
先
行
研
究
を
詳
説
し
て
い
る
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
言
及
は
な
い
。

し
か
し
、
先
行
研
究
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
シ
ー
ア
派
が
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
の
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
と
よ
ば
れ
る
旧

市
街
に
あ
る
歴
史
的
な
シ
ー
ア
派
宗
教
施
設
で
あ
る
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
紹
介

冊
子
（
一
九
九
四
年
発
行
）
に
は
﹁
一
九
八
四
・
五
年
と
一
九
九
一
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派
は
約
五
〇
〇
〇
人
﹂（

3
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
一
四
年
夏
に
ダ
ッ
カ
で
調
査
し
た
際
に
は
、
複
数
の
シ
ー
ア
派
宗
教
指
導
者
が
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派
は
全
国
で
六
万
人
、
首
都
ダ
ッ
カ
で
一
万
五
〇
〇
〇
～
二
万

人
ほ
ど
で
、
大
半
が
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
だ
と
答
え
て
い
る
。
少
数
で
は
あ
る

が
、
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
人
々
か
ら
成
る
集
団
で
、
ベ
ン
ガ
ル
人
改
宗
者
も
い
る
が
、

大
多
数
は
外
部
か
ら
流
入
し
た
非
ベ
ン
ガ
ル
系
の
人
々
と
そ
の
子
孫
で
、
出
身
地
や
移
住

の
時
期
な
ど
も
異
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
地
方
へ
の
十
二
イ

マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
の
流
入
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
続
い
て
一
九
九
九
年（

4
）

な
ら
び

に
二
〇
一
四
年
に
ダ
ッ
カ
で
実
施
し
た
調
査
に
基
づ
き
、
ダ
ッ
カ
の
シ
ー
ア
派
宗
教
施
設

を
中
心
と
す
る
シ
ー
ア
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
イ
ラ
ン

の
宗
教
学
院
で
学
ん
だ
新
し
い
世
代
の
シ
ー
ア
派
宗
教
指
導
者
の
役
割
や
中
東
の
シ
ー
ア

派
大
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
か
ら
の
援
助
が
、
宗
教
的
・
民
族
的
・
言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ

る
シ
ー
ア
派
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
の
流
入

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
一
九
七
一
年
に
誕
生
し
た
若
い
国
で
あ
る
が
、
一
九
四
七
年
か

ら
独
立
ま
で
の
期
間
は
、
イ
ン
ド
を
挟
ん
で
東
西
に
国
土
を
持
つ
パ
キ
ス
タ
ン
の
一
部

だ
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
時
代
、
現
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
地
域
は
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
公
用
語
と
す
る
西
パ
キ
ス
タ
ン
（
現
パ
キ
ス
タ
ン
）
と
の

対
立
が
激
化
し
、
ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
中
心
の
東
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
一
九
七
一
年
に
﹁
ベ
ン

ガ
ル
人
の
国
﹂
を
意
味
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
独
立
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
七
年

の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
独
立
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
に
ベ
ン
ガ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た

地
域
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
イ
ン
ド
の
西
ベ
ン
ガ
ル
州
に
分
断
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派

�

―
―
来
歴
と
現
状
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て
、
本
稿
で
は
歴
史
的
な
呼
称
の
変
化
に
合
わ
せ
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
（
一
九
七
一
年
か

ら
現
在
）、
東
パ
キ
ス
タ
ン
（
一
九
四
七
～
一
九
七
一
年
）、
ベ
ン
ガ
ル
（
一
九
四
七
年
以

前
）
の
呼
称
を
使
用
す
る
。

ベ
ン
ガ
ル
に
イ
ス
ラ
ー
ム
が
到
来
す
る
の
は
一
二
世
紀
で
あ
る
が
、
本
格
的
な
イ
ス

ラ
ー
ム
化
が
始
ま
る
の
は
ム
ガ
ル
朝
期
（
一
五
二
六
年
～
一
八
五
八
年
）
に
入
っ
て
か
ら

だ（
5
）
。
現
在
の
首
都
ダ
ッ
カ
を
含
む
東
ベ
ン
ガ
ル
が
ム
ガ
ル
朝
の
支
配
下
に
置
か
れ
た

の
は
、
第
三
代
ア
ク
バ
ル
帝
（
在
一
五
五
六
～
一
六
〇
五
年
）
の
治
世
で
あ
る
。
ム
ガ
ル

朝
は
ス
ン
ナ
派
の
王
朝
で
あ
っ
た
が
、
宮
廷
に
仕
え
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
二
〇
～
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
イ
ラ
ン
系
で
、
そ
の
多
く
が
シ
ー
ア
派
だ
っ
た（

6
）
。
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け

る
イ
ラ
ン
系
の
太
守
、
官
僚
、
商
人
、
ウ
ラ
マ
ー
ら
の
活
躍
は
、
第
三
代
ア
ク
バ
ル
帝
の

治
世
に
始
ま
り
、
第
四
代
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
帝
（
在
一
六
〇
五
～
一
六
二
七
年
）
の
治

世
で
よ
り
顕
著
と
な
る
。
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
は
、
シ
ー
ア
派
の
イ
ラ
ン
系
貴
族
出
身
の

妃
ヌ
ー
ル
ジ
ャ
ハ
ー
ン
を
寵
愛
し
、
一
六
一
七
年
に
は
彼
女
の
兄
弟
で
あ
る
フ
ァ
ト
ヒ
・

ジ
ャ
ン
グ
を
ベ
ン
ガ
ル
太
守
に
任
命
し
て
い
る
。
続
く
第
五
代
シ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
帝

（
在
一
六
二
八
～
一
六
五
八
年
）
の
治
世
に
シ
ャ
ー
・
シ
ュ
ジ
ャ
ー
皇
子
（
シ
ャ
ー
・

ジ
ャ
ハ
ー
ン
の
次
男
）
が
ベ
ン
ガ
ル
太
守
（
在
一
六
三
九
～
一
六
四
七 

年
、
一
六
五
二

～
一
六
六
〇
年
）
と
な
っ
た
。
彼
自
身
は
ス
ン
ナ
派
だ
っ
た
が
、
母
に
加
え
、
二
人
の
妻

も
シ
ー
ア
派
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
勢
の
イ
ラ
ン
系
官
僚
が
雇
わ
れ
た（

7
）
。
現
存
す
る

ダ
ッ
カ
最
大
の
歴
史
的
シ
ー
ア
派
宗
教
施
設
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
が
建
設
さ
れ
た

の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
第
六
代
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
帝
（
在
一
六
五
八
～
一
七
〇
七
）

は
、
敬
虔
な
ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
治
世
で
も
イ
ラ
ン
系

太
守（

8
）
が
活
躍
し
た
。

一
七
一
六
年
に
ベ
ン
ガ
ル
太
守
と
な
っ
た
ム
ル
シ
ド
・
ハ
ー
ン
（
在
一
七
一
七
～

一
七
二
七
年
）
は
、
翌
一
七
一
七
に
副
知
事
制
を
導
入
し
、
ベ
ン
ガ
ル
を
デ
リ
ー
の
中
央

政
府
か
ら
事
実
上
独
立
さ
せ
た
。
ム
ル
シ
ド
・
ハ
ー
ン
は
、
南
イ
ン
ド
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
の

生
ま
れ
だ
が
、
ム
ガ
ル
王
朝
に
仕
え
る
イ
ラ
ン
人
官
吏
に
買
わ
れ
、
イ
ラ
ン
式
の
教
育
を

受
け
、
シ
ー
ア
派
と
な
っ
た
。
彼
が
太
守
を
務
め
て
い
た
時
代
に
は
、
多
く
の
イ
ラ
ン
人

官
僚
が
雇
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ン
系
の
教
師
、
学
者
、
医
者
な
ど
の
知
識
人
が
活

躍
し
た
。
彼
は
、
シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
追
悼
儀
礼
を
実
施
す
る
た

め
に
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
一
日
か
ら
一
○
日
ま
で
を
休
日
と
す
る
な
ど
、
シ
ー
ア
派
の
保
護
と

発
展
に
つ
と
め
た（

9
）
。
こ
の
他
に
も
イ
ラ
ン
の
宗
教
都
市
ゴ
ム
出
身
の
イ
ラ
ン
人
で
副

知
事
と
な
っ
た
ジ
ャ
ス
ラ
ト
・
ハ
ー
ン
（
在
一
七
五
五
～
一
七
六
二
年
、
一
七
六
五
～

一
七
七
八
年
）
の
よ
う
に
ダ
ッ
カ
の
シ
ー
ア
派
宗
教
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
よ
う
な

人
物
が
い
た
。
つ
づ
く
英
領
統
治
期
も
イ
ラ
ン
系
の
エ
リ
ー
ト
や
シ
ー
ア
派
宗
教
指
導
者

が
ベ
ン
ガ
ル
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
シ
ー
ア
派
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
シ
ー
ア

派
は
、
ペ
ル
シ
ア
文
化
と
と
も
に
ム
ガ
ル
朝
エ
リ
ー
ト
の
文
化
と
し
て
ベ
ン
ガ
ル
に
紹
介

さ
れ
た
が
、
ベ
ン
ガ
ル
人
ム
ス
リ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
ス
ン
ナ
派
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
九
四
七
年
に
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
が
分
離
独
立
し
た
際
に
、
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル

地
方
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
に
新
た
な
シ
ー
ア
派
が
流
入
す
る
。
経
済
的

に
豊
か
な
層
が
多
く
、
定
着
し
た
地
域
で
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー（
10
）

と
呼
ば
れ
る
シ
ー
ア

派
の
宗
教
施
設
を
建
設
す
る
な
ど
、
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
新
た
な
シ
ー
ア
派
普
及
の
担
い

手
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
で

あ
る
地
元
ベ
ン
ガ
ル
人
と
の
融
合
は
進
ま
な
か
っ
た
。
や
が
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
運

動
が
高
揚
す
る
と
彼
ら
の
多
く
は
ベ
ン
ガ
ル
を
去
っ
た
。

一
九
四
七
年
に
は
、
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
多
く
の
難
民
が
東
パ
キ
ス
タ
ン
に
押

し
寄
せ
た
。
難
民
に
は
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
の
両
派
が
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
印

パ
分
離
独
立
の
際
に
ム
ス
リ
ム
だ
と
い
う
理
由
で
土
地
を
追
わ
れ
た
人
々
だ
。
移
住
の
際

に
イ
ン
ド
に
移
住
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
土
地
を
交
換
し
た
人
た
ち
も
い
た
が
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
独
立
運
動
の
際
に
ベ
ン
ガ
ル
民
族
主
義
者
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
の
協
力
者
と
み
な
さ

れ
、
土
地
を
没
収
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
多
く
が
虐
殺
さ
れ
た（
11
）
。
生
き
残
っ
た
人
た

ち
は
、
赤
十
字
が
全
国
一
一
六
か
所
に
設
置
し
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
が
、

一
九
七
八
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
残
っ
た
人
々
の
パ
キ
ス
タ
ン
国

籍
を
は
く
奪
し
た
た
め
に
、
キ
ャ
ン
プ
の
住
人
は
無
国
籍
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
建
国
時
に
未
成
年
だ
っ
た
か
、
建
国
後
に
生
ま
れ
た
世

代
に
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
籍
が
与
え
ら
れ
、
若
い
世
代
は
ベ
ン
ガ
ル
語
を
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
が（
12
）
、
キ
ャ
ン
プ
の
住
人
に
対
す
る
差
別
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

キ
ャ
ン
プ
内
で
の
劣
悪
な
生
活
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
結
果
、
出
身
地
や
流
入
の
時
期
や
経
緯
の
異
な
る
シ
ー
ア
派
が
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
を
大
別
す
る
と
、
一
、
主
と
し
て
ム
ガ
ル
朝

期
や
英
領
イ
ン
ド
期
に
イ
ン
ド
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
に
流
入
し
た
イ
ラ
ン
系
の
シ
ー
ア
派
の
子

孫
。
二
、
シ
ー
ア
派
に
改
宗
し
た
ベ
ン
ガ
ル
人
。
三
、一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス

タ
ン
分
離
独
立
の
際
に
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
地
方
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
か
ら
東
パ
キ
ス

タ
ン
側
に
流
入
し
た
移
住
者
（
ム
ハ
ー
ジ
ル
）
た
ち
の
子
孫
。
四
、一
九
四
七
年
に
イ
ン

ド
の
主
と
し
て
ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
東
パ
キ
ス
タ
ン
に
難
民
と
し
て
流
入
し
、
一
九
七
一
年

の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
の
際
に
土
地
や
財
産
を
は
く
奪
さ
れ
、
あ
る
い
は
虐
殺
の
対
象

と
な
り
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
逃
げ
込
ん
だ
人
々
に
大
別
で
き
る
。
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設
に
取
り
掛
か
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
は
、
国
の
歴
史
的
遺

産
と
し
て
内
務
省
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
若
干
の
維
持
費
を
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
イ

マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
に
隣
接
し
て
い
る
の
が
、
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
・

ミ
ー
ル
・
ヤ
ー
ク
ブ
で
あ
る
（
写
真
②
）。
こ
れ
は
、
ミ
ー
ル
・
ム
ラ
ー
ド
の
兄
弟
で
あ

る
ミ
ー
ル
・
ヤ
ー
ク
ブ
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
周

辺
に
三
〇
〇
世
帯
ほ
ど
の
シ
ー
ア
派
が
暮
ら
し
て
い
る
。
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
に
は
、

一
七
〇
七
年
、
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
帝
の
死
去
が
伝
え
ら
れ
た
年
に
完
成
し
た
と
い
う
イ

マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
も
あ
る
（
写
真
③
）。
こ
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
家
族
ワ
ク
フ
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
、
管
理
者
を
務
め
て
い
る
の
は
、
ム
ガ
ル
朝
期
最
後
の
知
事
（
ナ

ワ
ー
ブ
）
を
務
め
た
サ
イ
ー
ド
・
チ
ョ
ッ
ト
ン
・
サ
ー
ヘ
ブ
の
息
子
サ
イ
ー
ド
・
タ

キ
ー
・
モ
ハ
ン
マ
ド
で
あ
る
。
タ
キ
ー
に
よ
る
と
チ
ョ
ッ
ト
ン
は
、
英
領
統
治
に
反
対
し

た
た
め
に
ナ
ワ
ー
ブ
職
を
解
か
れ
た
が
、
ナ
ワ
ー
ブ
の
称
号
の
維
持
と
年
金
が
与
え
ら
れ

た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
家
族
の
母
語
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
で
あ
る
が
、
ベ
ン
ガ
ル
で
教
育
を

受
け
て
い
る
た
め
に
両
言
語
に
通
じ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
・
シ
ョ
ジ
ャ
ー
が
ベ
ン
ガ
ル
太
守

と
し
て
赴
任
し
た
際
に
連
れ
て
き
た
何
百
と
い
う
人
た
ち
の
一
人
が
、
チ
ョ
ッ
ト
ン
の
母

方
の
曽
祖
父
だ
っ
た
と
い
う
。
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
タ
キ
ー
氏
の
自
宅
の
敷
地
内
に

右
記
の
グ
ル
ー
プ
を
言
語
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
九
四
七
年
以
降
に

ベ
ン
ガ
ル
に
移
住
し
た
人
々
は
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
の
統
合

が
最
も
遅
れ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
は
、
独
立
戦
争
の
際
に
戦
っ
た
パ
キ

ス
タ
ン
の
公
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
敵
国
の
言
語
と
し
て
否
定
的
に
受
け
留
め
ら
れ
て

き
た
。

ム
ガ
ル
朝
期
に
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
に
定
着
し
た
人
々
は
、
宗
派
を
問
わ
ず
、
ダ
カ
イ
ヤ

と
よ
ば
れ
る
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
ベ
ー
ス
に
ベ
ン
ガ
ル
語
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
混
淆
言
語

を
話
し
、
ベ
ン
ガ
ル
社
会
に
溶
け
込
ん
だ
。
ダ
カ
イ
ヤ
は
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
や
ペ
ル
シ
ア

語
話
者
だ
っ
た
ム
ガ
ル
朝
の
支
配
層
と
地
元
の
ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
言
語
で
、
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
の
住
人
の
共
通
言
語

と
い
え
る
。
ベ
ン
ガ
ル
語
話
者
は
、
ベ
ン
ガ
ル
人
改
宗
者
な
い
し
は
、
非
ベ
ン
ガ
ル
語
話

者
を
祖
先
に
持
つ
ベ
ン
ガ
ル
語
化
し
た
人
々
で
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
と
ベ
ン
ガ
ル
語
の
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
も
含
む
。
ム
ガ
ル
時
代
に
ペ
ル
シ
ア
語
が
行
政
語
と
し
て
流
入
し
た
た
め
に
ベ

ン
ガ
ル
語
の
中
に
ペ
ル
シ
ア
語
彙
が
多
く
取
り
込
ま
れ
た
が
、
日
常
的
に
は
使
用
さ
れ
て

い
な
い
。

ダ
ッ
カ
の
シ
ー
ア
派
宗
教
施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

シ
ー
ア
派
の
多
く
は
、
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
周
辺
に
暮
ら
し
て
お
り
、
宗
教
施
設
の

成
り
立
ち
と
シ
ー
ア
派
住
民
の
来
歴
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
と

は
、
シ
ー
ア
派
の
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
殉
教
を
悼
む
集
会
や
儀
礼
等
を
行
う

施
設
で
あ
る
が
、
礼
拝
、
イ
フ
タ
ー
ル
（
日
没
後
に
食
べ
る
断
食
明
け
の
食
事
）、
宗
教

講
話
、
子
供
た
ち
の
コ
ー
ラ
ン
学
習
等
、
様
々
な
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
現
存
す
る
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
正
確
な
数
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
最
も
多
い
の
は
ダ
ッ
カ
だ（
13
）
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
サ
ト
ゥ
キ
ラ
、
ク
ル
ナ
、
シ
レ
ッ

ト
な
ど
の
地
方
都
市
に
も
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
あ
る
が
、
主
に
東
パ
キ
ス
タ
ン
時
代
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
ム
ガ
ル
朝
期
や
英
領
イ
ン
ド
期
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
イ
マ
ー
ム

バ
ー
ラ
ー
は
、
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
に
集
中
し
て
い
る
。
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
で
最
古
と
さ
れ

る
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
ブ
リ
ガ
ン
ガ
河
の
堤
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ー
ビ
ー
・
カ
・
ロ
ー

ザ
（
一
六
〇
〇
年
建
設
、
一
八
六
一
年
建
て
替
え
）
で
あ
る
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
代

表
す
る
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
一
六
四
二
年
に
建
て
ら
れ
た
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー

ン
で
あ
る
（
写
真
①
）。
設
立
者
の
ミ
ー
ル
・
ム
ラ
ー
ド
は
、
シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー

ム
・
フ
サ
イ
ン
か
ら
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
建
設
を
勧
め
ら
れ
る
夢
を
み
た
た
め
に
、
建

写真①　改修前のホセイニー・ダーラーン（1999年撮影）
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あ
る
が
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
際
は
、
近
隣
の
シ
ー
ア
派
に
も
開
放
さ
れ
て 

い
る（
14
）
。

こ
の
他
に
も
シ
ャ
イ
ス
タ
・
ハ
ー
ン
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
・
バ

ラ
・
カ
ト
ラ
、 

一
九
一
一
年
に
建
て
ら
れ
た
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
デ
ィ
・
ベ

ガ
ム
、 

ビ
ル
キ
ー
ズ
・
ハ
ー
ノ
ム
・
ワ
ク
フ
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
、
一
九
〇
〇
年
代
初

頭
に
建
て
ら
れ
た
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
・
ビ
ー
ビ
ー
・
ザ
フ
ラ
ン
・
サ
ル
タ
ネ
ッ
サ
・

ハ
ー
ノ
ム
な
ど
、
ム
ガ
ル
朝
期
か
ら
英
領
統
治
期
に
建
て
ら
れ
た
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
が

残
っ
て
お
り
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
に
は
、
こ
れ
ら
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
を
拠
点
に
追
悼
儀
礼

が
行
わ
れ
て
い
る
。

ダ
ッ
カ
の
新
市
街
地
に
は
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
時
代
に
イ
ン
ド
か
ら
流
入
し
た
人
た
ち
が

建
て
た
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
が
あ
り
、
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
八
年
、
当

時
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
大
統
領
だ
っ
た
ア
イ
ユ
ー
ブ
・
カ
ー
ン
は
、
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し
た

非
ベ
ン
ガ
ル
人
に
土
地
を
与
え
た
が
、
そ
の
時
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド
プ
ー

ル
・
シ
ー
ア
・
モ
ス
ク
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
あ
る
（
写
真
④
）。
イ
マ
ー
ム
バ
ー

ラ
ー
の
建
設
を
主
導
し
た
の
は
、
マ
ウ
ラ
ナ
・
ギ
ブ
ラ
（M

aulana Syed G
ulshahali Q

i-
bla

）
と
、
ナ
ジ
ャ
フ
で
学
ん
だ
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
役
人
ジ
ャ
フ
リ
（D

r. Syed A
jaz 

H
ussain Jafry

）
の
二
人
で
、
両
人
と
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
建
国
と
と
も
に
海
外
に
移
住

し
た
。
建
設
当
時
は
、
数
千
人
規
模
の
宗
教
集
会
が
催
さ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
シ
ー
ア
派
移

住
者
が
い
た
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
建
国
を
機
に
非
ベ
ン
ガ
ル
人
移
住
者
の
大
半
が
去

り
、
参
加
者
は
三
〇
〇
～
四
〇
〇
人
程
度
に
減
少
し
た
。
現
在
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
プ
ー
ル

周
辺
に
一
七
〇
あ
ま
り
の
シ
ー
ア
派
世
帯
が
暮
ら
し
て
お
り
、
約
半
数
が
ベ
ン
ガ
ル
語
を

母
語
と
す
る
人
た
ち
で
、
残
り
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
母
語
と
す
る
人
た
ち
だ
。

さ
ら
に
モ
ハ
ン
マ
ド
プ
ー
ル
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
一
五
の
シ
ー
ア
派
世
帯
が
暮
ら

す
。
そ
の
う
ち
の
一
家
族
か
ら
家
族
史
を
聞
い
た
。
彼
ら
は
、
一
九
四
七
年
に
イ
ン
ド
の

ビ
ハ
ー
ル
州
か
ら
当
時
の
東
パ
キ
ス
タ
ン
に
移
住
す
る
際
に
イ
ン
ド
に
逃
げ
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
と
土
地
を
交
換
し
、
八
エ
イ
カ
ー
の
土
地
を
得
た
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独

立
運
動
の
際
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
協
力
者
だ
と
み
な
さ
れ
、
弟
や
親
戚
七
人
が
目
の
前
で
殺

さ
れ
た
。
さ
ら
に
命
が
惜
し
け
れ
ば
土
地
を
放
棄
せ
よ
と
迫
ら
れ
た
た
め
、
赤
十
字
が
用

意
し
た
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
逃
げ
込
ん
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
人
と
の
間
の
辛

い
体
験
は
忘
れ
が
た
い
が
、
こ
の
家
族
に
と
っ
て
シ
ー
ア
派
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
だ
と
い
う
。
シ
ー
ア
派
人
口
が
少
な
い
た
め
結
婚
相
手
を
探
す
の
が
大
変
と
の
こ
と

で
、
こ
の
家
族
は
、
娘
の
一
人
を
オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
に
暮
ら
す
シ
ー
ア
派
に
嫁
が
せ
て
い

る
。
宗
教
第
一
の
姿
勢
が
、
異
な
る
ル
ー
ツ
を
持
つ
シ
ー
ア
派
の
融
合
を
促
進
し
て
い
る

写真③　チョットン・イマームバーラー
（2014年撮影）

写真④　ムハンマドプールのシーア派モスク。敷
地内にはこのモスクとは別にイマームバーラーも
ある。（2014年撮影）

写真②　イマームバーラー・ミール・ヤ
ークブ（オールドダッカ、2014年撮影）
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と
も
い
え
る
。

ダ
ッ
カ
の
新
市
街
ミ
ー
ル
プ
ー
ル
に
あ
る
ミ
ー
ル
プ
ー
ル
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
に
は

複
雑
な
歴
史
が
あ
る
（
写
真
⑤
）。
印
パ
分
離
独
立
の
際
に
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し
て
き
た

シ
ー
ア
派
が
ミ
ー
ル
プ
ー
ル
の
六
区
に
土
地
を
購
入
し
て
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
を
建
て
た

が
、
一
九
七
一
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
に
土
地
を
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、

国
内
に
と
ど
ま
っ
た
シ
ー
ア
派
が
中
心
と
な
っ
て
裁
判
を
起
こ
し
、
土
地
を
取
り
戻
す
こ

と
に
成
功
し
た
が
、
す
で
に
別
の
住
人
が
専
有
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
代
替
地
が
提
供

さ
れ
た
。
現
存
す
る
ミ
ー
ル
プ
ー
ル
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
一
九
七
七
年
に
代
替
地

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
を
囲
む
壁
は
イ
ラ
ン
の
援
助
で
設
置
さ
れ

た
。
周
辺
に
は
、
イ
ン
ド
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
や
ビ
ハ
ー
ル
州
出
身
の
シ
ー

ア
派
約
一
五
〇
世
帯
が
居
住
し
て
お
り
、
多
く
が
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
で
あ
る
。
ミ
ー
ル

プ
ー
ル
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
家
族
ワ
ク
フ
に
な
っ
て
い
る
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
が
二
つ
あ

る
。
ミ
ー
ル
プ
ー
ル
は
、
一
二
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
イ
マ
ー
ム

バ
ー
ラ
ー
が
あ
る
一
一
区
に
暮
ら
し
て
い
る
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
の
多
く
は
、
一
九
七
一

年
に
六
区
で
発
生
し
た
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
へ
の
暴
力
か
ら
逃
れ
て
き
た
人
た
ち
だ
。

マ
グ
バ
ー
ザ
ー
ル
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
最
大
の
紅
茶
会
社
と

し
て
知
ら
れ
る
イ
ス
フ
ァ
ハ
ニ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（Ispahani G

roup

）
の
支
援
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
の
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
イ
ス
フ
ァ
ハ
ニ
ー
家
は
、

一
九
世
紀
初
頭
に
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
で
事
業
を
起
こ
し
た
が
、
一
九
四
七
年
の
印
パ
分

離
独
立
の
際
に
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
本
社
を
移
し
、
そ
の
後
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
企
業
と
し
て
紅
茶
を
始
め
と
す
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
（
写
真
⑥
）（
15
）
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
独
立
し
た
際
に
非
ベ
ン
ガ
ル
系
シ
ー
ア
派
の
多
く
が
国
を
去
っ
た

た
め
に
、
マ
グ
バ
ー
ザ
ー
ル
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
周
辺
に
暮
ら
す
シ
ー
ア
派
住
民
は

激
減
し
た
が
、
今
な
お
少
数
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
が
暮
ら
す
。
こ
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー

ラ
ー
を
拠
点
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
女
性
福
祉
協
会
（B

angladesh Ladies W
elfare Soci-

ety

）（
一
九
六
三
年
登
録
）
の
活
動
を
し
て
い
る
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
の
女
性
に
よ
る
と
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派
は
、
言
語
的
・
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
二
重
の
差

別
を
受
け
て
い
る
た
め
に
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
が
多
く
、
子
ど
も
を
学
校
に

通
わ
せ
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
。
こ
の
協
会
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
全

国
で
四
〇
〇
あ
ま
り
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
に
金
銭
的
な
補
助
を
し
て
い
る
。
協
会

は
、
イ
ス
フ
ァ
ハ
ニ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
他
、
イ
ラ
ン
を
含
む
海
外
か
ら
の
寄
付
に
頼
っ
て

い
る
が
、
経
済
制
裁
の
影
響
で
イ
ラ
ン
か
ら
の
支
援
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

ダ
ッ
カ
新
市
街
の
プ
ル
ナ
・
パ
ル
タ
ン
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
中
ご
ろ
に
イ
ン
ド
か
ら

移
住
し
た
十
二
イ
マ
ー
ム
派
の
ホ
ー
ジ
ャ
の
人
た
ち
が
建
て
た
ホ
ー
ジ
ャ
・
シ
ー
ア
・

ジ
ャ
マ
ア
ト
・
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
が
あ
る
（
写
真
⑦
）。
ホ
ー
ジ
ャ
は
、
イ
ン
ド
の
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
な
ど
に
住
む
イ
ス
マ
イ
ー
リ
ー
派
の
人
々
だ
が
、
一
九
世
紀
末
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
一
部
が
十
二
イ
マ
ー
ム
・
シ
ー
ア
派
に
改
宗
し
た
。

写真⑤　ミールプールのイマームバーラー（2014年撮影）

写真⑥　マグバーザール・イマームバーラー 
（2014年撮影）

写真⑦　ホージャ・イマームバーラーに保管されてい
る旗。ムハッラムの際に使用する（2014年撮影）
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宗
教
儀
礼

普
段
は
目
立
た
な
い
シ
ー
ア
派
も
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
一
日
か
ら
一
○
日
に
行
わ
れ
る

シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
追
悼
儀
礼
の
期
間
中
は
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー

に
格
納
さ
れ
て
い
る
タ
ア
ズ
ィ
ア
と
よ
ば
れ
る
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
墓
や
棺

の
レ
プ
リ
カ
を
担
ぎ
出
し
て
路
地
を
行
進
す
る
。
ダ
ッ
カ
で
は
毎
年
一
○
万
近
い
人
た
ち

が
参
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
の
八
割
か
ら
九
割
は
ス
ン
ナ
派
だ
。
ス
ン
ナ

派
は
、
儀
礼
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
儀
礼
の
一
部
を
担
う
。
例
え
ば
、
ホ
セ
イ

ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
場
合
、
一
日
は
、
オ
ー
ル
ド
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
ス
ン
ナ
派
住
人
が

中
心
と
な
っ
て
儀
礼
を
組
織
す
る
。
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
に
ス
ン
ナ
派
も
参
加
す
る

の
は
、
ム
ガ
ル
朝
時
代
に
追
悼
儀
礼
が
、
ム
ガ
ル
朝
の
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
ベ
ン
ガ
ル
に

紹
介
さ
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
ム
ガ
ル
朝
の
シ
ー
ア
派
エ
リ
ー
ト
は
、
ム
ハ
ッ

ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
儀
礼
を
振
興
し
、
ベ
ン
ガ
ル
に
定
着
さ
せ
た（
16
）
。

ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
に
は
、
シ
ー
ア
派
第
二
代
イ
マ
ー
ム
・
ハ
サ
ン
と
第
三
代

イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
棺
の
レ
プ
リ
カ
を
安
置
し
た
部
屋
が
あ
り
、
特
に
金
曜
日
は
棺

に
触
れ
な
が
ら
願
掛
け
を
す
る
家
族
連
れ
や
女
性
た
ち
で
溢
れ
か
え
る
（
写
真
⑧
）。
金

曜
日
の
集
団
礼
拝
の
後
、
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
向
か
い
に
あ
る
ス
ン
ナ
派
モ
ス

ク
が
閑
散
と
す
る
の
と
は
対
照
的
に
、
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
は
一
日
中
、
女
性
信

者
で
賑
わ
っ
て
い
る
（
写
真
⑨
）。
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
に
は
も
う
一
つ
特
徴
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
異
教
徒
・
異
宗
派
に
も
開
か
れ
て
い
て
、
ス
ン
ナ
派
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

の
人
た
ち
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
点
だ
。

一
方
、
礼
拝
や
宗
教
集
会
は
、
シ
ー
ア
派
の
み
で
執
り
行
わ
れ
る
。
礼
拝
は
男
性
が
中

心
だ
が
、
宗
教
集
会
は
女
性
の
参
加
者
の
方
が
多
い
。
断
食
月
に
は
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー

で
日
没
後
の
イ
フ
タ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
食
事
が
振
る
舞
わ
れ
る
が
、
シ
ー
ア
派
の
イ
フ

タ
ー
ル
の
開
始
時
間
が
、
ス
ン
ナ
派
よ
り
も
遅
い
こ
と
も
あ
り
、
シ
ー
ア
派
と
ス
ン
ナ
派

が
同
席
す
る
こ
と
は
な
い
。

東
パ
キ
ス
タ
ン
時
代
は
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
や
断
食
月
に
は
、
西
パ
キ
ス
タ
ン

か
ら
招
聘
し
た
宗
教
指
導
者
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
に
よ
る
説
教
に
大
勢
の
信
者
が
集
ま
っ
た

が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
後
は
海
外
か
ら
宗
教
指
導
者
を
招
聘
す
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
小
規
模
な
も
の
へ
と
変
わ
っ
た
。
残
さ
れ
た
シ
ー
ア
派
住
民
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者

だ
っ
た
こ
と
か
ら
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
に
よ
る
儀
礼
が
続
け
ら
れ
た
が
、
ベ
ン
ガ
ル
語
教
育
を

受
け
た
若
い
世
代
が
増
え
て
き
た
た
め
に
、
最
近
は
ベ
ン
ガ
ル
語
に
よ
る
説
教
が
主
と
な

り
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
に
よ
る
補
足
が
続
く
と
い
う
方
式
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
シ
ー

写真⑨　金曜日、ホセイニー・ダーラーンに集まる女性信者
（2014年撮影）

写真⑧　ホセイニー・ダーラーンに収められているシーア
派第二代イマーム・ハサンと第三代イマーム・フサインの
棺のレプリカ　（2014年撮影）
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ア
派
儀
礼
の
ベ
ン
ガ
ル
語
化
に
よ
り
ベ
ン
ガ
ル
人
の
改
宗
者
が
増
え
た
と
い
う
。

後
述
す
る
ナ
グ
ヴ
ィ
ー
師
に
よ
る
と
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
よ
う
に
ス
ン
ナ
派
が

参
加
す
る
宗
教
行
事
で
は
、
宗
派
で
見
解
の
分
か
れ
る
テ
ー
マ
は
慎
重
に
扱
わ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
の
殉
教
に
つ
い
て
語
る
際
に
は
、
フ
サ
イ
ン
と

敵
対
し
た
ウ
マ
イ
ヤ
朝
第
二
代
カ
リ
フ
・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
避
け
、
フ

サ
イ
ン
は
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
の
敵
﹂
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
っ
た
表
現
に
置
き
換
え
る

の
だ
と
い
う
。

ダ
ッ
カ
の
宗
教
指
導
者

現
在
ダ
ッ
カ
で
活
躍
す
る
宗
教
指
導
者
は
、
イ
ラ
ク
の
ナ
ジ
ャ
フ
、
イ
ラ
ン
の
ゴ
ム
、

国
内
の
宗
教
学
院
の
い
ず
れ
か
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
建
国
以
降
の

シ
ー
ア
派
を
支
え
て
き
た
の
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
現
在
ま
で
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー

ン
の
金
曜
礼
拝
導
師
を
務
め
て
い
る
イ
ン
ド
の
ラ
ク
ナ
ウ
出
身
の
ザ
イ
デ
ィ
ー
（Syed 

R
ashed H

ussain Zaidi

）
師
で
あ
る
（
写
真
⑩
）。
ナ
ジ
ャ
フ
で
学
ん
だ
後
に
布
教
の
た

め
に
立
ち
寄
っ
た
ダ
ッ
カ
で
、
シ
ー
ア
派
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ダ
ッ
カ
に
留

ま
っ
た
。
家
族
を
ラ
ク
ナ
ウ
に
残
し
て
の
単
身
赴
任
で
あ
る（
17
）
。
ザ
イ
デ
ィ
ー
師
は
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
建
国
後
、
こ
の
地
に
初
め
て
定
住
し
た
宗
教
指
導
者
で
あ
り
、
シ
ー
ア

派
の
人
々
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
。

現
在
、
ザ
イ
デ
ィ
ー
師
を
支
え
て
い
る
の
は
、
イ
ラ
ン
の
宗
教
学
院
に
留
学
し
た
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の
宗
教
指
導
者
た
ち
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
で
学
ん
だ
宗
教
指
導
者
は
、
全

国
に
三
〇
名
程
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
五
名
が
ダ
ッ
カ
で
活
動
し
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
イ
ラ
ン
に
最
初
に
留
学
し
た
の
は
、
一
九
六
四
年
ダ
ッ
カ
生
ま
れ
の
ナ

グ
ヴ
ィ
ー
（Syed A

ftab H
ussain N

aqvi

）
師
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
コ
ー
ラ

ン
を
朗
唱
し
て
い
た
時
に
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
当
時
の
イ
ラ
ン
大
使
に
認
め
ら
れ
、
大

使
の
推
薦
で
一
九
八
四
年
に
ゴ
ム
の
宗
教
学
院
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
ッ
カ
の

ガ
バ
メ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
て
か
ら
の
留
学
で
あ
る
。
ゴ
ム
で
は
、
当
時
多
く
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
ホ
ッ
ジ
ャ
テ
ィ
エ
学
院
で
学
ん
だ
後
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
が
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
名
門
の
フ
ェ
イ
ズ
ィ
ー
イ
ェ
学
院
に
移
っ
て
い

る
。
イ
ラ
ン
留
学
中
に
結
婚
し
、
妻
も
、
イ
ラ
ン
で
生
ま
れ
た
娘
も
ゴ
ム
に
あ
る
ア
ル=

ザ
フ
ラ
ー
女
子
学
院
で
学
ん
だ
。
イ
ラ
ン
で
の
修
行
は
、
実
に
二
二
年
間
に
も
及
び
、
そ

の
間
に
教
鞭
も
執
り
、
ダ
ル
セ
・
ハ
ー
レ
ジ
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
の
上
級
課
程

で
も
学
ん
だ
。
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド
（
定
め
ら
れ
た
方
法
に
基
づ
き
法
解
釈
を
示
す
資
格
を
有

す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
）
の
レ
ベ
ル
に
は
到
達
し
て
い
な
い
が
、
十
分
な
学
識
を
得
て

帰
国
し
、
現
在
は
国
内
各
地
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
信
者
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

ゴ
ム
で
学
ん
だ
妻
や
娘
も
、
ダ
ッ
カ
で
女
性
信
者
を
対
象
に
説
教
を
し
て
い
る
。

レ
ザ
ー
・
ホ
セ
イ
ニ
ー
（Syed R

eza H
ussain

）
師
も
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
イ
ラ
ン

に
渡
っ
た
一
人
で
あ
る
。
地
元
の
公
立
学
校
を
卒
業
後
、
イ
ラ
ン
に
留
学
し
、
二
〇
年
余

り
を
過
ご
し
た
。
イ
ラ
ン
滞
在
中
に
ア
ル=

ザ
フ
ラ
ー
女
子
学
院
で
学
ん
だ
イ
ラ
ン
人
女

性
と
結
婚
し
た
。
彼
も
ホ
ッ
ジ
ャ
テ
ィ
エ
学
院
で
学
び
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
の
上
級
課
程

に
も
参
加
し
た
が
、
ム
ジ
ュ
タ
ヒ
ド
に
は
な
ら
ず
に
帰
国
し
て
い
る
。
現
在
は
、
ザ
イ

デ
ィ
ー
師
と
と
も
に
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
を
は
じ
め
、
ダ
ッ
カ
各
地
に
あ
る
イ

マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
導
師
を
務
め
て
い
る
。

レ
ザ
ー
・
ホ
セ
イ
ニ
ー
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
代
理
人
と
し
て
フ
ム
ス
（
五
分
の
一

税
）
と
呼
ば
れ
る
宗
教
税
の
徴
収
も
行
っ
て
い
る
。
シ
ー
ア
派
信
徒
は
、
シ
ー
ア
派
宗
教

界
の
最
高
権
威
で
あ
る
マ
ル
ジ
ャ
ア
・
ア
ッ=

タ
ク
リ
ー
ド
に
フ
ム
ス
を
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
マ
ル
ジ
ャ
ア
・
ア
ッ=

タ
ク
リ
ー
ド
が
複
数
い
る
場
合
、
誰
に
支
払
う

か
は
信
者
自
身
が
選
択
す
る
。
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
の

最
高
指
導
者
で
あ
る
が
、
同
時
に
シ
ー
ア
派
宗
教
界
の
最
高
権
威
で
あ
る
マ
ル
ジ
ャ
ア
・

ア
ッ=

タ
ク
リ
ー
ド
の
一
人
だ
と
も
み
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ラ
ン
国
外
か
ら
ハ
ー
メ

ネ
イ
ー
師
に
フ
ム
ス
を
送
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ッ
バ
ー
ス
師
（M

uham
m

ad H
ashim

 A
bbas

） 

は
、
ホ
ー
ジ
ャ
出
身
の
宗
教
指
導
者

で
あ
る
。
イ
ラ
ン
の
ホ
ジ
ャ
ッ
テ
ィ
エ
宗
教
学
院
で
一
三
年
ほ
ど
学
ん
で
帰
国
し
、
現
在

写真⑩　ザイディー師（改修前のホセイニー・ダ
ーラーンにて、1999年撮影）
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り
に
新
た
な
留
学
先
と
し
て
台
頭
し
た
の
が
イ
ラ
ン
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
の
イ
ス
ラ
ー

ム
革
命
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
に
お
い
て
、
最
高
指
導
者
を

始
め
と
す
る
体
制
の
要
職
を
担
う
宗
教
指
導
者
た
ち
を
輩
出
し
て
き
た
ゴ
ム
の
宗
教
学
院

は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
成
功
に
学
び
た
い
と
い
う
世
界
各
地
の

シ
ー
ア
派
の
若
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
な
か
で
も
ホ
ジ
ャ
ッ
テ
ィ
エ
学
院
は
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
留
学
生
専
用
の
イ
マ
ー
ム
・
ホ
メ
イ
ニ
ー
高
等
学
院
が
設
立
さ
れ

る
ま
で
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た（
18
）
。
経
済
的
困
窮
者
の
多
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
シ
ー
ア
派
に
と
っ
て
、
イ
ラ
ン
へ
の
留
学
は
、
無
償
で
高
等
教
育
を
受
け
る
貴
重
な
機

会
で
も
あ
る
が
、
イ
ラ
ン
が
毎
年
受
け
入
れ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
留
学
の
チ
ャ
ン

ス
を
手
に
し
た
者
た
ち
は
、
運
が
良
か
っ
た
と
も
い
え
る
。

ダ
ッ
カ
で
は
、
ア
ル=

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国
際
大
学
の
支
援
に
よ
り
、
女
性
の
た
め
の
宗

教
学
校
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ダ
ッ
カ
の
新
市
街
の
高
級
住
宅
街
に
あ
る
六
階
建
て
マ
ン

写真⑪　ホセイニー・ダーラーンの敷地内にある図
書館（2014年撮影）

写真⑫　図書館の設立に尽
力したイランのシャフルー
ヒー師を讃えるプレート

（2014年撮影）

は
、
ホ
ー
ジ
ャ
の
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
の
導
師
と
し
て
信
徒
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

ザ
イ
デ
ィ
ー
師
に
加
え
、
イ
ラ
ン
に
留
学
し
た
三
人
は
、
マ
ウ
ラ
ナ
（
宗
教
指
導
者
）
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
宗
教
行
事
の
際
に
は
、
タ
ー
バ
ン
に
マ
ン
ト
を
着
用
す
る
。

モ
ハ
ン
マ
ド
プ
ー
ル
の
モ
ス
ク
と
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
働
い
て
い
る
ホ
セ
イ
ン

（M
uham

m
ad M

anur H
ossein

）
は
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
出
身
の
若
者
で
、
後
述
す
る
ク
ル

ナ
宗
教
学
校
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ン
タ
ー
（Islam

ic Education C
enter K

ulna

）
で
初
級

レ
ベ
ル
の
宗
教
教
育
を
学
ん
だ
。
現
在
は
、
マ
ウ
ラ
ナ
が
導
師
を
務
め
る
金
曜
を
除
く
平

日
の
集
団
礼
拝
の
導
師
を
務
め
て
い
る
。
木
曜
日
は
、
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
開
か
れ
る

宗
教
教
室
の
教
師
を
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
か
ら
の
支
援

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
暮
ら
す
シ
ー
ア
派
は
、
一
般
に
イ
マ
ー
ム
バ
ー
ラ
ー
で
開
か
れ
る

宗
教
集
会
や
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
際
に
行
わ
れ
る
宗
教
講
話
な
ど
を
通
じ
て
、

シ
ー
ア
派
の
教
義
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
敷
地
内
の
マ
ク
タ
ブ

（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
な
初
等
教
育
施
設
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
コ
ー
ラ
ン
、
シ
ー

ア
派
の
歴
史
、
礼
拝
等
の
宗
教
儀
礼
な
ど
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム

に
つ
い
て
の
体
系
的
な
学
習
は
、
ク
ル
ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ン
タ
ー
（Islam

ic Ed-
ucation C

enter K
hulna

）
が
担
っ
て
い
る
。
こ
の
学
校
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
シ
ー
ア

派
学
問
の
中
心
地
で
あ
る
イ
ラ
ン
の
ゴ
ム
に
あ
る
留
学
生
監
督
委
員
会
が
設
立
し
た
も
の

で
、
開
設
の
手
助
け
を
し
た
の
は
、
ホ
ジ
ャ
ッ
テ
ィ
エ
学
院
に
留
学
し
た
ば
か
り
の
ナ
ク

ヴ
ィ
ー
師
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
一
九
八
六
年
に
イ
ス
ラ
ー
ム
学
世
界
セ
ン
タ
ー
と
名

を
改
め
、
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
は
ア
ル=

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国
際
大
学
へ
と
改
組
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
現
在
ク
ル
ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ル=

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国

際
大
学
の
提
携
校
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ラ
ン
へ
の
留
学
経
験
の
あ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人

教
師
が
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
授
業
と
初
級
レ
ベ
ル
の
宗
教
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ク
ル
ナ
に

は
、
も
う
一
つ
イ
ラ
ン
人
が
設
立
し
た
宗
教
学
校
も
あ
る
。
ク
ル
ナ
が
選
ば
れ
た
理
由

は
、
設
立
当
時
、
ダ
ッ
カ
よ
り
も
シ
ー
ア
派
へ
の
反
発
が
少
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
だ
と

い
う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
問
を
本
格
的
に
学
ぶ
た
め
に
は
、
イ
ラ
ン
の
宗
教
学
院
へ
の
留
学
は

欠
か
せ
な
い
。
一
九
七
九
年
に
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
が
イ
ラ
ク
大
統
領
に
就
任
し
、

シ
ー
ア
派
へ
の
弾
圧
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
南
ア
ジ
ア
の
シ
ー
ア
派
の
伝
統
的
な
留
学
先

で
あ
っ
た
イ
ラ
ク
南
部
の
宗
教
都
市
ナ
ジ
ャ
フ
へ
の
留
学
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
代
わ
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シ
ョ
ン
の
一
部
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
全
土
か
ら
集
め
ら
れ
た
二
〇
名
余
り
の
女
子
生
徒

が
寮
生
活
を
し
な
が
ら
宗
教
教
育
を
学
ん
で
い
る
。

イ
ラ
ン
は
ま
た
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
師
の
代
理
人
で
あ
る
ア
ー
ヤ
ト
ッ
ラ
ー
・
シ
ャ
フ

ル
ー
ヒ
ー
師
を
通
じ
て
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。
シ
ャ
フ

ル
ー
ヒ
ー
師
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ー
ア
派
支
援

を
担
当
す
る
人
物
で
、
毎
年
ダ
ッ
カ
を
訪
問
し
て
い
た
が
、
こ
の
数
年
は
高
齢
に
よ
る
体

調
不
良
の
た
め
訪
問
し
て
い
な
い
。
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
北
側
に
位
置
す
る
建

物
は
、
一
九
九
四
年
、
シ
ャ
フ
ル
ー
ヒ
ー
師
の
援
助
で
図
書
館
と
し
て
改
築
さ
れ
た
他
、

ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
敷
地
内
に
あ
る
別
の
建
物
で
は
、
低
所
得
者
向
け
の
診
療

所
と
歯
科
、
そ
れ
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
設
置
さ
れ
た
（
写
真
⑪
⑫
）（
19
）
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
老
朽
化
が
激
し
か
っ
た
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
改
修

工
事
が
は
じ
ま
り
、
二
〇
〇
六
年
、
現
在
の
新
し
い
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
改
修
の
際
に
、
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
外
壁
や
内
側
の
柱
に
は
イ

ラ
ン
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ブ
ル
ー
の
タ
イ
ル
が
埋
め
込
ま
れ
、
建
物
全
体
が
イ
ラ
ン
風
に

変
わ
っ
た
（
写
真
⑬
）。
ま
た
改
修
の
際
に
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
の
内
壁
に
描
か

れ
て
い
た
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
が
殉
教
し
た
カ
ル
バ
ラ
ー
や
初
代
イ
マ
ー
ム
・

ア
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
壁
絵
な
ど
も
撤
去
さ
れ
た
。

宗
教
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ダ
ッ
カ
に
あ
る
イ
ラ
ン
大
使
館
直

写真⑬　改修後のイマームバーラー。イラン様
式のブルータイルが印象的（2014年撮影）

属
の
イ
ラ
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
書
籍
の
ベ
ン
ガ
ル
語
翻
訳
出
版
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
翻
訳
は
、
主
と
し
て
ダ
ッ
カ
大
学
で
ペ
ル
シ
ア
語
を
学
ん
だ
人
た
ち
が
担
当

し
て
い
る
。
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
際
に
詠
む
哀
悼
詩
の
ベ
ン
ガ
ル
語
訳
や
ハ
ー
メ

ネ
イ
ー
に
よ
る
宗
教
的
事
柄
に
関
す
る
解
説
書
な
ど
、
宗
教
関
連
書
籍
の
翻
訳
も
進
ん
で

お
り
、
シ
ー
ア
派
の
ベ
ン
ガ
ル
語
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
と
め

総
人
口
約
一
億
五
〇
〇
〇
万
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
わ
ず
か
六
万
ほ
ど
の
シ
ー

ア
派
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
を
浴
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
紹

介
し
た
よ
う
に
シ
ー
ア
派
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
歴
史
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ス
ン
ナ
派
中
心
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
シ
ー
ア
派
は
一
貫
し
て
宗
教
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
ま
た
シ
ー
ア
派
の
多
く
が
非
ベ
ン
ガ
ル
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ー

ア
派
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
ベ
ン
ガ
ル
人
改
宗
者
や
ベ
ン

ガ
ル
語
教
育
を
受
け
た
若
い
世
代
を
除
け
ば
、
シ
ー
ア
派
の
多
く
は
言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ー
ア
派
は
、
ム
ガ
ル
朝
の
支
配
エ
リ
ー
ト
の
文
化
と
し
て
ベ
ン

ガ
ル
に
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
は
、
ス
ン
ナ
派
も
参
加
す
る
儀

礼
と
し
て
定
着
す
る
な
ど
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ら
で
は
の
特
徴
も
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
な
か
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
シ
ー
ア
派
が
よ
そ
者
扱
い
さ
れ
て
い
る
の
は
、

宗
派
が
理
由
で
は
な
く
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
話
者
、
つ
ま
り
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
戦
争
の

敵
国
パ
キ
ス
タ
ン
の
支
持
者
と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
点
が
大
き
い
と
い
う
点
だ（
20
）
。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
新
た
な
緊
張
が
発
生
し
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
湾
岸
諸
国
へ
の
出
稼
ぎ
な
ど
を
通
じ
て
シ
ー
ア
派
を
異
端
と
み
な
す
ワ
ッ
ハ
ー

ブ
派
に
触
れ
た
ス
ン
ナ
派
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
、
シ
ー
ア
派
に
対
す
る
批
判
を
強

め
、
中
東
で
顕
在
化
し
て
い
る
宗
派
間
の
緊
張
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
持
ち
込
み
始
め
た

の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
二
〇
一
五
年
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
追
悼
儀
礼
の
際
に
、
そ
れ
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
。
シ
ー
ア
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン
が
殉
教
し
た
ム
ハ
ッ
ラ

ム
の
一
〇
日
（
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
）
に
当
た
る
一
〇
月
二
四
日
、
追
悼
儀
礼
の
参
加
者
で

溢
れ
か
え
っ
て
い
た
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
で
爆
弾
が
爆
発
し
、
少
な
く
と
も
一
名

が
死
亡
、
一
〇
〇
名
以
上
が
負
傷
し
た
。
事
件
の
同
日
、﹁
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
（
イ
ラ
ク
・
レ
バ
ン

ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
）
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
﹂
を
名
乗
る
組
織
が
犯
行
声
明
を
出
し
た（
21
）
。

一
一
月
二
七
日
に
も
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
北
西
部
の
村
で
シ
ー
ア
派
の
モ
ス
ク
が
攻
撃
さ

れ
、
一
名
が
死
亡
し
た（
22
）
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
、
両
事
件
と
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
と
の
関
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わ
り
を
否
定
し
、
地
元
の
過
激
派
に
よ
る
も
の
だ
と
の
見
解
を
出
し
た
が
、
事
件
の
真
相

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
中
東
に
お
け
る
宗
派
対
立
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
持
ち

込
ま
れ
た
こ
と
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派
は
、
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
シ
ー
ア
派
へ
の
攻
撃
が
一
過
性
の
も
の
と
な
る
の
か
、
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
の
か

現
時
点
で
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
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